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　◆基本事業を構成する事務事業の実績◆

コスト 成果
指標

維持 拡充

指標

維持 拡充

指標

維持 拡充

指標

維持 拡充

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

(A)

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0 拡充 エラー エラー
0 0 (B) 維持 エラー エラー エラー

0 0 縮小 エラー エラー エラー エラー

休廃止 エラー エラー エラー エラー

完了 エラー エラー エラー エラー

0 完了 皆減 縮小 維持 拡大

1 基 本 事 業 評 価 シ ー ト
（ 主 要 な 施 策 の 成 果 報 告 書 ）

基本事業コード 13060001 担当課所名 市立病院管理課

基本事業名 市立病院管理事業

分　  野 医療・福祉・保健

政 策 地域医療の充実

施 策 市立病院の充実 総合振興計画 ページ

基本事業の概要

市立病院の施設設備、経営、人事管理を行うことにより、秩父地域の住民に対してより良い医療が提供できる環境を
つくる。

対　　　象 秩父地域の住民

意　　　図
(対象をどのようにしたいか)

（施設整備、経営、人事管理を行うことにより、）より良い医療が提供できる環境を整備したい。

30年度 評価年度( 1年度) 3年度
過年度実績値 目標値 実績値 目標値

医業収益に対する職員給与費
の割合

職員給与費/医業収
益×100

55.5 55.3 53.7 59.0以下
黒字同規模病院平均値：
59.0％（H30決算）

医業収益に対する医療材料費
の割合

医療材料費/医業収
益×100

17.2 16.4 18. 16.4以下 同：16.4％（H30決算）

1床あたりの償却資産（建物）
（償却資産－減価償
却累計額）/許可病
床数

12,705. 13,323. 8,760. 13,890.
同：13,890千円（H30決
算）※近似値がよい

整備不良による年間医療機器
事故件数

0. 0. 0. 0.

1年度

指　　　　　標 目標値(上段) 事務事業評価

事　業　費　(円） 3年度以降の
事業の方向性

医業収益に占める職員給与費の割合 55.3 C

471,000,232 426,562,823 582,086,000 53.7

医業収益に占める医療材料費の割合 16.4 B

508,226,903 506,257,187 539,959,000 18.

１床あたりの償却資産（建物） 13,323. B

325,290,620 310,151,737 366,888,000 8,760.

整備不良による年間医療機器事故件数 0. B

302,611,594 321,895,795 292,296,000 0.

（参考）　最　終　予　算　額　（円） 1,735,438,000 1,711,651,000

事　業　費　の　合　計　（円） 1,607,129,349 1,564,867,542 1,781,229,000

国 庫 支 出 金 0 0 0
県 支 出 金 3,400,000 1,387,000 0
地 方 債 33,300,000 17,700,000 70,500,000
そ の 他 特 定 295,644,000 293,694,547 391,001,000
一 般 財 源 1,274,785,349 1,252,085,995 1,319,728,000

業 務 量 179.56人 177.68人
人 件 費 1,403,416,804 1,430,636,766
業 務 量 41.40人 35.80人
人 件 費 223,781,000 186,260,676

事業費合計（人件費込み）　　（円）   (A)+(B) 3,010,546,153 2,995,504,308
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基 本 事 業 指 標 指標の算式 単位 他団体の指標（数値）

枝
番
号

事　務　事　業　名 単位
重
点
化実績値(下段)

30年度決算額 1年度決算額 2年度予算額

01 市立病院内部管理事務 ％

02 医療材料購入事務 ％ 　

03 市立病院施設設備維持管理事業 千円 ○

04 医療機器等整備事業 件 ◎

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

財
源
内
訳

正規職員

臨時職員
(事業費に含む)

【重点化欄】
評価時点以降の事業の方向性から
◎：特に重点化必要事業（1つ以内）
○：重点化必要事業（1つ以内）
△：劣後化可能事業（1つ以内）
▲：特に劣後化可能事業（1つ以内）

拡充 × × Ｃ,Ｂ Ｂ,Ｃ Ｃ

維持 × × Ｂ Ａ ×

縮小 × × Ｃ × ×

休廃止 × Ｄ × × ×

完了 Ｄ × × × ×

完了 皆減 縮小 維持 拡大

コスト投入の方向性

成

果
の

方
向
性
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　◆評価◆

　◆改善提案◆

評価の視点 左欄に掲げる評価の視点から、基本事業の意図を達成するにあたって、どのような問題点を読み取ることができるか。

基本事業の「意図」を適切に数値化した指標になっているか？目標値の設定は適切か？また、実績値をどう考えるか？

病院経営を人事管理、用度管理、施設管理の視点から指標を定め、黒字同規模病院の平均値を基に目標値を設定してい
る。職員給与費割合の実績は目標値を達成しているが、今後は新型コロナウイルス感染症の影響により医業収益が減少
し、数値が悪化することが懸念される。医療材料費の割合はベンチマークシステムの活用により昨年度よりは減少したもの
の、依然目標値を上回っている状況である。また施設管理、医療機器等整備については、耐用年数や緊急性などから優先
順位を適切に把握し、随時、更新や修繕を行っていく必要がある。

基本事業の「意図」を達成するため、事務事業は必要な事業のみか？（過不足がある場合は、改善提案に記載する。）

秩父地域の住民に対してより良い医療を提供できる環境をつくるためには、人事管理、施設管理、医療材料等
の用度管理、医療機器等の管理など多岐にわたる事業を円滑に行い、経営の基盤が確立されている必要があ
る。いずれの事業も必要である。

事業に対する民間（市民、企業、ＮＰＯ）との役割分担や市の関与の仕方は適切か？
市直営の病院であるが、秩父保健医療圏（1市4町）の二次救急医療体制を維持するため、民間の2病院ととも
に病院群輪番制の役割を担っている。また、地域に不足している医療や不採算部門の医療についても担ってい
く必要がある。

新規に実施する事務事業名 事業の概要

表面の「基本事業を構成する事務事業」の重点化欄で、◎、○、△、▲を選択した理由、また上欄の新規事業を実施する効果等を記述
枝番号04医療機器等整備事業を特に重点化する事業とした理由は、引き続き安心・安全な医療を提供するために老朽化した医療機器を
更新する必要があるからである。令和2年度は多項目自動血球分析装置やスチームコンベクションオーブンの更新を行い、令和3年度以
降も耐用年数、使用頻度を考慮し、随時更新していく予定である。
枝番号03市立病院施設設備維持管理事業を重点化する事業とした理由は、医療機器と同様に老朽化に伴い、修繕や設備の更新が必要
となっているからである。令和2年度は吸引装置更新工事や非常放送アンプ更新工事を行うなど、適正な維持管理に努めていく必要があ
る。

改善のため休廃止する事務事業名 休廃止する理由

改善の方向性（具体的な改善提案）を記述（改善内容、始期、終期等） 30年度左欄に記入した改善提案(上)とその実施状況(下)

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（６）公営企業等の経営健全化

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（３）基本事業・事務事業の継続的改善

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（６）公営企業等の経営健全化

改善により見込まれる効果、住民への影響に対するフォロー
市立病院の基盤である施設・設備・人員体制・経営が安定することで、住民が安心して医療を受けられる。

基本事業執行責任者 電話番号
（ 担 当 課 長 名 ） 0494-23-0611

基本事業指標の分析

基本事業を構成する
事務事業の妥当性

実施主体の妥当性

予 算 を 伴 わ な い
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

医療材料の購入において、ベンチマークシステムを活用した価格
交渉を進め、適正な価格での契約締結を行うとともに、在庫の適
正管理を行うことにより医療材料費の削減を図る。
また、新型コロナウイルス感染症対策を適正に行うため、国や県
の動向や情報収集に努めるとともに、院内の感染対策を強化す
る。

医療材料の購入についてはベンチマークシステムを
活用した価格交渉を進め、適正な価格での契約締
結を行うとともに、医薬品については薬剤科と連携
して、ジェネリック医薬品の採用を増やし、削減に繋
げていく。
医療材料の適正価格での契約締結やジェネリック
医薬品の採用を進めた結果、若干であるが、数値
の改善がみられた。しかしながら、目標値に達して
いないので、今後も継続して改善を進めていく必要
がある。

予 算 を 伴 う
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

安心・安全な医療を提供するため、手術室等で使用する吸引装
置の更新工事を行う。また、災害時・緊急時に適正な対応が取れ
るよう、非常放送のアンプ更新工事を行う。
また、新型コロナウイルス感染症対策として、国や県の補助金を
活用して、入院患者を受入れるために医療機器の整備等を行う。

夏期の高温対策として、空調機器改修工事を行い、
安心・安全な療養環境を整備する。

令和元年度に実施設計及び工事を行い、工事が令
和2年度に繰り越されたものの、夏には空調機を使
用できる予定である。

中長期的(3～5年)に
取り 組 む 改 善 提 案

新型コロナウイルス感染症対策として、医療用消耗備品の備蓄
や病床の確保、医療機器の整備を行うとともに、新公立病院改
革プラン、市立病院中長期計画に基づき、目標を達成するために
必要な事業の改善を進める。

新公立病院改革プラン、市立病院中長期計画に基
づき、目標を達成するために必要な事業の改善を
進める。

改善が図られている事業もあるが、経営の健全化
には至らず、平成28年度以降、毎年度純損失を計
上している。改善効果が収支に結びつかない面も見
受けられ、目標を達成するのが困難な状況である。

北堀　史子

Action
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　◆基本事業を構成する事務事業の実績◆

コスト 成果
指標

維持 維持

指標

維持 拡充

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

(A)

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0 拡充 エラー エラー
0 0 (B) 維持 エラー エラー エラー

0 0 縮小 エラー エラー エラー エラー

休廃止 エラー エラー エラー エラー

完了 エラー エラー エラー エラー

0 完了 皆減 縮小 維持 拡大

1 基 本 事 業 評 価 シ ー ト
（ 主 要 な 施 策 の 成 果 報 告 書 ）

基本事業コード 13070001 担当課所名 市立病院　医事課

基本事業名 市立病院医事事業

分　  野 医療・福祉・保健

政 策 地域医療の充実

施 策 市立病院の充実 総合振興計画 ページ

基本事業の概要

良質な医療を効率的に提供する環境を整え、迅速な患者対応及び適切な医療に対する請求・収納を行う。

対　　　象 患者

意　　　図
(対象をどのようにしたいか)

健康保持に必要な医療を安心して受けられるようにする。

30年度 評価年度( 1年度) 3年度
過年度実績値 目標値 実績値 目標値

市立病院患者数
入院外来年間延べ
受け入れ患者数

116,250. 120,000. 114,286. 123,000.

1年度

指　　　　　標 目標値(上段) 事務事業評価

事　業　費　(円） 3年度以降の
事業の方向性

待ち時間満足度 65. A

94,989,959 89,501,863 94,281,000 69.6

医療費査定率 0.16 B

66,750,177 69,410,684 79,065,000 0.09

（参考）　最　終　予　算　額　（円） 163,620,000 162,698,000

事　業　費　の　合　計　（円） 161,740,136 158,912,547 173,346,000

国 庫 支 出 金
県 支 出 金
地 方 債
そ の 他 特 定 16,946,000 8,464,000 16,913,000
一 般 財 源 144,794,136 150,448,547 156,433,000

業 務 量 4.44人 4.32人
人 件 費 26,823,532 26,180,868
業 務 量 0.00人 0.00人
人 件 費

事業費合計（人件費込み）　　（円）   (A)+(B) 188,563,668 185,093,415

の

位

置

づ

け

総

合

振

興

計

画

基 本 事 業 指 標 指標の算式 単位 他団体の指標（数値）

枝
番
号

事　務　事　業　名 単位
重
点
化実績値(下段)

30年度決算額 1年度決算額 2年度予算額

01 医療情報システム維持管理事業 ％ 　

02 医療費請求・収納事業 ％ ◎

03 　

04 　

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

財
源
内
訳

正規職員

臨時職員
(事業費に含む)

【重点化欄】
評価時点以降の事業の方向性から
◎：特に重点化必要事業（1つ以内）
○：重点化必要事業（1つ以内）
△：劣後化可能事業（1つ以内）
▲：特に劣後化可能事業（1つ以内）

拡充 × × Ｃ,Ｂ Ｂ,Ｃ Ｃ

維持 × × Ｂ Ａ ×

縮小 × × Ｃ × ×

休廃止 × Ｄ × × ×

完了 Ｄ × × × ×

完了 皆減 縮小 維持 拡大

コスト投入の方向性

成

果
の

方
向
性
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　◆評価◆

　◆改善提案◆

評価の視点 左欄に掲げる評価の視点から、基本事業の意図を達成するにあたって、どのような問題点を読み取ることができるか。

基本事業の「意図」を適切に数値化した指標になっているか？目標値の設定は適切か？また、実績値をどう考えるか？

この事業は地域の方々が健康保持に必要な医療を安心して受けられるようにするため、より多くの患者に利用
していただけることを目標に掲げた。患者に安心安全な医療を実感していただくことで、受診者数を伸ばし、健全
な運営を継続していけるよう、基本事業の意図として適切な指標であると考える。実績値については、目標値を
達成できず、昨年度より受入患者数は減少した。主な要因としては、1月、2月、3月で、新型コロナウイルス感染
症の不安により、特に外来の内科・整形外科・小児科で受診者数が減少した。

基本事業の「意図」を達成するため、事務事業は必要な事業のみか？（過不足がある場合は、改善提案に記載する。）

患者は納得のいく医療行為、迅速な対応、正確な医療費請求を望んでいる。医師が行った診療内容について、
医療情報システムを利用し可能な限り短時間で算定を行い、待つことで更なる負担とならないよう努めることは
重要である。また、病院事業においては医療費請求・収納業務は必須であり、適切な医療に対する費用の請
求・収納を行い、請求した診療報酬を全て受領できることで安定した運営を継続し、患者に対して安全な医療を
提供するために重要な業務である。

事業に対する民間（市民、企業、ＮＰＯ）との役割分担や市の関与の仕方は適切か？
地域の中核となる公的病院として安定した運営のために業務を実施していくのは当然必要と考える。

新規に実施する事務事業名 事業の概要

表面の「基本事業を構成する事務事業」の重点化欄で、◎、○、△、▲を選択した理由、また上欄の新規事業を実施する効果等を記述
『医療費請求・収納事業』を重点化する事業として選択した理由は、二次救急輪番日の増加に伴い患者数の増加が見込まれ、保険証の
不提示や交通事故などの受診が増えることにより、未収金の増加が懸念されるため、医業収益の安定的な確保を図ることが重要であり、
今後も重点的に取り組む必要があるため。

改善のため休廃止する事務事業名 休廃止する理由

改善の方向性（具体的な改善提案）を記述（改善内容、始期、終期等） 30年度左欄に記入した改善提案(上)とその実施状況(下)

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（６）公営企業等の経営健全化

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（６）公営企業等の経営健全化

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

改善により見込まれる効果、住民への影響に対するフォロー
診療部門と医事部門の連絡・調整がスムーズに図られることで、待ち時間の短縮や医療費請求が適切に行わる。患者サービスが向上し
安心・安全な医療の提供に繋がる。

基本事業執行責任者 電話番号
（ 担 当 課 長 名 ） 0494-23-0611

基本事業指標の分析

基本事業を構成する
事務事業の妥当性

実施主体の妥当性

予 算 を 伴 わ な い
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

二次救急輪番日の増加により、夜間スタッフの事務作業軽減の
ため、預り金制度を令和2年度から導入する。これに伴い、未収
金の増加が懸念されるため、預り金制度に係る未収金対策が喫
緊の課題である。

院内多職種で、診療報酬算定について、情報共有
を図ることで、本来算定できる加算の算定漏れ等を
なくし、医業収益の増加につなげる。

患者サポートカンファレンスを開催し、院内多職種
で、診療報酬算定について、算定できる加算の算定
漏れが無いよう情報共有を図った。また、査定率を
削減することができ、医業収益の増加につながっ
た。

予 算 を 伴 う
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

2015年8月より稼働している病院の基幹システム「電子カルテシ
ステム等」の現行システムの使用期限が2021年7月末であり、い
よいよ次期システムについて来年度予算要求する時期となる。多
大な費用を伴うシステムのため、費用対効果を考慮した更新の
方針並びに予算要求について、院内で検討する必要がある。

2015年8月より稼働している病院の基幹システム「電子カルテ
システム等」の現行システムの使用期限が2021年7月末であ
り、次期システムについて検討する時期となっている。多大な
費用を伴うシステムのため、費用対効果を考慮した更新の方
針について、院内で検討及び取りまとめを行う。

システム更新検討作業部会を定期的に開催した。
同時に、更新検討に必要な情報を得るために、電
子カルテシステムのメーカー各社に対して、情報提
供依頼を行った。その情報を元に、費用対効果を考
慮した更新検討及び取りまとめをすることができた。

中長期的(3～5年)に
取り 組 む 改 善 提 案

森下　喜子

Action
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　◆基本事業を構成する事務事業の実績◆

コスト 成果
指標

維持 維持

指標

維持 維持

指標

維持 維持

指標

維持 維持

指標

縮小 維持

指標

縮小 維持

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

(A)

0 0
0 0
0 0
0 0
0 0 拡充 エラー エラー
0 0 (B) 維持 エラー エラー エラー

0 0 縮小 エラー エラー エラー エラー

休廃止 エラー エラー エラー エラー

完了 エラー エラー エラー エラー

0 完了 皆減 縮小 維持 拡大

1 基 本 事 業 評 価 シ ー ト
（ 主 要 な 施 策 の 成 果 報 告 書 ）

基本事業コード 13080001 担当課所名 市立病院診療所事務局

基本事業名 大滝国保診療所管理運営事業

分　  野 医療・福祉・保健

政 策 地域医療の充実

施 策 市立病院の充実 総合振興計画 ページ

基本事業の概要

所内施設の維持管理及び医療機器の更新等計画的に実施して、診断水準の向上を図りより良い医療、看護が提供で
きる環境を整備をすると共に診療内容について患者のニーズや費用対効果等に見合う事業の実施に努める。

対　　　象 診療所利用患者

意　　　図
(対象をどのようにしたいか)

より良い医療と看護を提供し、疾病を治療して健康への快復を図る。

30年度 評価年度( 1年度) 3年度
過年度実績値 目標値 実績値 目標値

大滝診療所患者数 3,406.         ― 3,160. 　　　―

  

1年度

指　　　　　標 目標値(上段) 事務事業評価

事　業　費　(円） 3年度以降の
事業の方向性

内科患者数  A

542,480 867,968 981,000 3,000.

診療所利用患者数  A

6,681,996 14,945,182 21,162,000 3,160.

医療収益に占める材料費の割合 50. A

22,334,719 19,770,716 32,496,000 47.

年間医療事故数 0. A

381,045 0 881,000 0.

年間送迎者利用者数 950. B

3,445,208 2,211,716 6,451,000 768.

歯科診療患者数  B

3,148,952 2,977,507 2,511,000 153.

（参考）　最　終　予　算　額　（円） 62,273,000 61,837,000

事　業　費　の　合　計　（円） 36,534,400 40,773,089 64,482,000

国 庫 支 出 金 12,919,000 12,762,000 14,678,000
県 支 出 金 2,755,000 10,069,000 11,814,000
地 方 債
そ の 他 特 定
一 般 財 源 20,860,400 17,942,089 37,990,000

業 務 量 5.00人 6.00人
人 件 費 30,206,680 36,362,316
業 務 量 3.47人  　　 2.73人
人 件 費 7,182,656 7,580,336

事業費合計（人件費込み）　　（円）   (A)+(B) 66,741,080 77,135,405

の

位

置

づ

け

総

合

振

興

計

画

基 本 事 業 指 標 指標の算式 単位 他団体の指標（数値）

枝
番
号

事　務　事　業　名 単位
重
点
化実績値(下段)

30年度決算額 1年度決算額 2年度予算額

01 内科診療事業 人 　

02 診療所施設整備・維持管理事業 人 　

03 医療材料購入事業 ％ 　

04 医療機器等整備事業 件 　

05 送迎車運行事業 人 ◎

06 歯科診療事業 人 　

07

08

09

10

11

12

13

14

財
源
内
訳

正規職員

臨時職員
(事業費に含む)

【重点化欄】
評価時点以降の事業の方向性から
◎：特に重点化必要事業（1つ以内）
○：重点化必要事業（1つ以内）
△：劣後化可能事業（1つ以内）
▲：特に劣後化可能事業（1つ以内）

拡充 × × Ｃ,Ｂ Ｂ,Ｃ Ｃ

維持 × × Ｂ Ａ ×

縮小 × × Ｃ × ×

休廃止 × Ｄ × × ×

完了 Ｄ × × × ×

完了 皆減 縮小 維持 拡大

コスト投入の方向性

成

果
の

方
向
性
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　◆評価◆

　◆改善提案◆

評価の視点 左欄に掲げる評価の視点から、基本事業の意図を達成するにあたって、どのような問題点を読み取ることができるか。

基本事業の「意図」を適切に数値化した指標になっているか？目標値の設定は適切か？また、実績値をどう考えるか？

大滝国民健康保険診療所は、高齢化や過疎化が著しい大滝地区で唯一の医療機関であるため、住民が安心し
て診療が受けられ、より健康的に生活を維持していけるように運営の継続は必須である。一方で、一般財源から
の繰入金を減少させることも重要で、創意工夫をし患者数の維持を図る必要があり、目標としては適切である。

基本事業の「意図」を達成するため、事務事業は必要な事業のみか？（過不足がある場合は、改善提案に記載する。）

住民が安心して医療サービスを受けられるよう、枝番号０１から０４までは医療機器の整備をはじめ患者送迎車
及び往診用自動車の適正管理・運行を図るとともに、受診等も含めた地域医療体制の充実を図るために事務
事業として妥当である。

事業に対する民間（市民、企業、ＮＰＯ）との役割分担や市の関与の仕方は適切か？
大滝国民健康保険診療所は、過疎化、高齢化が著しい大滝地域における唯一の医療機関であることから、市
が運営することが妥当であると考える。

新規に実施する事務事業名 事業の概要

表面の「基本事業を構成する事務事業」の重点化欄で、◎、○、△、▲を選択した理由、また上欄の新規事業を実施する効果等を記述
05送迎車運行事業において、患者送迎用バスの老朽化に伴う更新に合わせて送迎車を１０人乗りワゴン車へ小型化することにより経費
削減を図るため最重点とする。

改善のため休廃止する事務事業名 休廃止する理由

改善の方向性（具体的な改善提案）を記述（改善内容、始期、終期等） 30年度左欄に記入した改善提案(上)とその実施状況(下)

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（３）基本事業・事務事業の継続的改善

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

（３）基本事業・事務事業の継続的改善

行政改革大綱
【主な推進項目】該当状況

改善により見込まれる効果、住民への影響に対するフォロー
薬品が適正に管理されることにより、医療サービスの更なる向上が図られる。

基本事業執行責任者 電話番号
（ 担 当 課 長 名 ） 0494-55-0341

基本事業指標の分析

基本事業を構成する
事務事業の妥当性

実施主体の妥当性

予 算 を 伴 わ な い
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

歯科診療事業においては、診療日数削減後も患者の診療が適
正に行われているか検証する必要がある。

診療所内の事業を明確にし評価しやすくするため
に、Ｈ３０年度まで枝番号01診療所施設整備・維持
事業を、Ｒ元年度から診療所施設整備・維持事業と
内科診療事業に分ける。

診療所施設整備・維持事業と内科診療事業を分け
たことで、医師の研修費や団体負担金等の必要経
費がより明確になった。

予 算 を 伴 う
短期的(1～2年)に
取り組む改善提案

薬品保冷庫及び錠剤棚が老朽化により支障をきたしているた
め、薬品の更なる適正管理を目指すため更新する。

歯科診療事業においてＨ29年度（２年前）から歯科受診者
数の０人の診察日が年間約３分の１、１人の日が３分の１
であることから、Ｒ元年度より従来の診療日の週３日を週
１日に変更して適切な運用を行い、かつ、市職員の歯科
衛生士の専門性の維持向上に努める。

診療日数の変更について、町会への相談及び住民
へのアンケートを行い検討を行った結果、Ｒ２年度
から診療日を週２回にすることになった。元年度後
半から受診者の予約と送迎希望者に対し送迎を試
行し、来年度に向け体制を整えた。

中長期的(3～5年)に
取り 組 む 改 善 提 案

青野　滝子

Action
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